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三 重県久居市 に おけ る イネ科花粉飛散状況とイ ネ科花粉症

一 過去 14 年間の イネ科花粉飛散状 況 と過 去 15年 間の

当科 ア レ ル ギー外来に お け る イネ科感作例 の 検討
一

　　　　 国立三 重中 央病院 耳鼻咽喉科

伊藤由紀子　　木村哲郎　　宮村朋孝

　（1）1987 年〜2000 年までの空 中花粉調査 にお い て ， イネ科花粉飛散数の 増加傾向は なく，14 年間の

平均飛散数 は 133 個 で あ っ た．ま た 飛散時期に つ い て は 2 峰性 ない し 3 峰性で あり ， 当地域の イネ科花

粉症の診断に は， 5 月下旬， 7 月下旬から 8 月上旬 ， 9 月下旬の花粉症症状が重要と考えられた．（2）1986

年〜2000 年ま で に 当科 ア レル ギ ー外来で精査 を行 っ た鼻ア レ ル ギー患者 756 例 に お い て ， イネ科花粉

に対する感作率とイネ科花粉症 の占める割合の推移を調査 した と ころ， 5 年毎の感作率は 7．9 ％ ， 22 ．4

％ ， 23．3％ ， イネ科花粉症 の割合は ， 4．8 ％，10．3 ％，12．1％ とそれぞれ 1990 年頃 か ら増加傾 向が み ら

れた．イネ科感作例 135例 の うち ， 88，1％ は ス ギ との 重複感作例で ， 54 ．8％ は スギお よび HD ・ダニ と

の重複感作例であ っ た．イネ科単独感作例は 5．9 ％で あっ た．イネ科感作例中の約半数が発症 してお り，

CAP 　RAST 　score が 高 い ほ ど発症率は有意に高か っ た．
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目　 的

　わ が国における花粉症 で は ，
ス ギ ，

ヒ ノ キ，イネ科，

キ ク科の川頁に頻度が高い
1）2＞．三重県 で は，ス ギ ・ヒ ノ

キ科花粉症が圧倒的に多い が ， 近年イネ科花粉症 も増

加傾向に ある．ス ギ
・ヒ ノ キ科花粉症 に比較 して ， イ

ネ科花 粉症 に 関す る報告 は 現 時点で は 少 数で あ る た

め，今回 は 過去 14 年間の イネ科花粉飛散数 と， 過去 15

年 間の イネ科感作例，イネ科花粉症 の 動向に つ い て ま

とめ た ．

方　法

　1987年 1 月か ら 1998年 6 月 まで は三重県久居市の

国立津病院，1998年 7 月 か ら 2000年 12 月ま で は 1．8
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AbbreViations ：HD 　 house　dust；MAST 　 multiple

antigen 　stimultaneous 　test ；RAST 　 radioallergosor −

bent　test

km 北西 の 国立三 重 中央病 院屋上 で 花粉採取 を行 っ た

（Fig．1）．採取方法は ，ダーラ ム 型捕集器を用 い た重力

式で ，2 月か ら 5 月まで の 4 カ月間は毎 日 ， その 他 の 期

間 は 週 2 回 ス ラ イ ド グ ラ ス を 交換 し た．PhUbus

Blackly・幾瀬 変法 液で染 色後 3．24cm2 あ た りの 花粉

の 種類 を観察し，1cm2 あた りの花粉数に換算 した．

　イ ネ科 lgE 抗体 は
，

1986 年〜2000年に 当科 ア レ ル

ギー外来で 精査 を行 っ た鼻ア レル ギー患者 756例に つ

い て 測 定した．1986 年か ら 1990 年 まで の 252例 に対

して は RAST 法 また は MAST 法，1991年か ら 1995

年まで の 272 例お よ び 1996 年か ら 2000年まで の 232

例 に対 し て は CAP 　RAST 法 または MAST 法に よ り

測定し た．陽性の 判定は，CAP 　RAST カ モ ガ ヤ また は

チ モ シ
ー

ス コ ア 2 以 上
， RAST カ モ ガ ヤ ス コ ア 2 以

上，MAST ハ ル ガ ヤ また は チ モ シース コ ア 1以 上 の い

ずれ か の 条件を 満 た す例 と した ．イネ科花粉症 の 診断

は，上記 の イネ科 工gE 抗体陽性で ， 結果 1）に示 したイ

ネ科花粉飛散時期に鼻症状の 発症あ る い は増悪が確認

された例 とした．重複感作の 調査 で は ， HD ， ダニ
， ス

ギ ，
ヒ ノ キ，ブ タ ク サ，ヨ モ ギ，コ ナ ラ，ハ ン ノ キ ，

ニ レ，マ ツ に 対 す る IgE 抗 体 に つ い て も上 記 と同様 の
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　　　　 Fig　l　 Areaof 　observation 　s且tes

Hisal　clty 　ls　located　m 　the　central 　part　of 　Mle　prefecture

方法 で 測定お よ ひ 判定を行っ た

年以 降の 症例 の みを対象 とした

結　果

た た し ヒ ノ キ は 1992

1） イネ科花粉飛散数

　1987年か ら の 年間 総 イ ネ科花 粉数 て は （Flg　2），

1995年が最咼 で 176個 ， ユ999年が 最低 て 85個 て あ っ

た　14 年間 の 年平均飛散数は，133 個 て あ っ た　年次

変動は比較的少な く，年 とともに増加 また は減少す る

傾向は み られなか っ た．また春咲きの イネ科花粉数 と

秋咲 きの イネ科花粉 数につ い て 検討 して み る と，年次

変動 は 秋咲 きの 力 か や や 大 きか っ た．

　飛散時期て は ，Flg　3 の よ うに毎年の 1旬毎に集計

した花枌数 を 14年間積算す る と ， 5 月下旬 に 第 1番 目
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　Fig，2．　 Annual 　pollen　counts 　of　Gramineae　in　Hisai，
Mie　pref　from　l987　to　2000．

蹟寧鱸繊崢賦漣熾轟 ・蠍 欝譲夢蟹
　Fig．4．　 Comparison 　of　the　frequency　of　sensitiza −

tioll　to　Gramineae 　poUen 　and 　of　poUinosis　in　756　pa−

tients　with 　nasal 　allergies 　from　1986　to　2000．
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　Fig．　3．　 Gramineae 　pollen　season 　in　H 三sai，　Mie　pref．
Each　bar　represents 　the　sum 　of　the　Gramineae　pollen
grains　every 　lO　days　during　the　year 　for　the　period
from　l987　to　2000．

の 最大 の ピーク が み ら れ ，2 番目の ピーク は ， 7 月 下 旬

から 8 月上旬 に み られ ， 3番 目の小 さなピーク が 9月

下旬か ら 10 月上旬に み られ た．各年毎に 1旬問 で 10

個以 上 飛散 した時期を ピーク とみ なす と，第 1 の ピー

ク は 1994，1998年を除い た 12年間 は毎年 5 月下旬 で

あ り，
1994

， 1998年は 5 月中旬で あっ た．第 2 の ピー
ク

は ， 1988， 1993年以外 の 12 年間 は 7 月下旬か ら 8 月上

旬 で あ り，1988，1993 年 は第 2 の ピ ーク は み ら れ な

か っ た．第 3 の ピーク は 1987，1988，1993〜1997年で

は 9 月下旬か ら 10 月上旬 ， 1989年で は 9 月中旬で あ

り， 他の 6年間は第 3 の ピーク はみ られなか っ た，

2）イネ科花粉 に対す る感作率とイネ科花粉症 の 割合，

年齢 ・性別分布

　過去 15年間の 鼻ア レ ル ギ
ー

患者 にお ける イネ
’
科感

作率と，イ ネ科花粉症 の 占 め る 割合 の 推移 を Fig．　4 に

示 した．イネ科感作率は 1990年頃か ら増加 しは じめ

1995年に は 30．6％ に達した．5年毎の 感作率 は 1986−一

35305
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　Fig，5．　Age 　and 　sex 　distribution　of 　l35　patients

sensitized 　to　Gramineae　pollen　（male ： n
＝65，

fenlale：n ニ70）．

1990年が 252例 中 20 例 （7．9％〉，19．［1”v1995 年が 272

例 中 61 例 （22．4％），1996〜2000年 が 232例 中 54 例

（23．3％）で あ っ た．15年間の 平均感作率は，17．9％ で

あ っ た．また，鼻ア レ ル ギ
ー

患者 に お け る イ ネ科花粉

症 の 占 め る割合も ， 1990年頃か ら増加 しは じめ ， 5年

毎の イネ科花粉症 の 割合 は 1986〜ユ990年が 252例中

12 例 （4．8％）t1991
〜1995年 が 272例 中 28例 （10．3

％），1996〜2000年が 232例 中 28 例 （12．1％）で あっ た．

15 年間 の 平 均 で は ， イ ネ科花粉症 の 割 合 は 9．0％ で

あ っ た．イネ科感作例中の イネ科花粉症発症率に 大 き

な年次変動 は な く，15年間 の 平均で は 感作例 の 50．4

％が発症 して い た．

　イネ科感作例 の 年齢，性 別 で は （Fig．　5），5 歳〜73

歳 に 分 布 し， 男性 65例 ， 女性 70 例，平 均 年 齢 26．3
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　Fig．6．　Comparison 　of 　the　frequency　of 　polinosis

according 　to　age 　in　l35　patients　with 　nasal 　allergies

and 　sensitization　to　Gramineae 　poUen．
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　 Fig：7．　 Comparison　of　the　frequency　of　pollinosis

according 　to　 CAP 　 RAST 　score 　 in　86　patients　 and

MAST 　score 　in　25　patients　with 　nasa ！allergies　and

sensitization 　te　Gramineae　pollen （＊，＊ ＊ ：p＜ O．05，　X2
test）．

歳 で あ っ た．20 歳未満 で は 男性優位，30 歳 以 上 で は 女

性優位で あっ た．また感作例中 の 発症率 を年齢別 にみ

る と
，
20 歳未満 で は 40％ 程度 で あ る が ，年齢とともに

増加し 50歳以上 で は 71．4％ で あ っ た （Fig．6），

　 イネ科花粉症 68例 の 年齢，性別で は，8歳 か ら 73

歳 に 分布 し ， 男性 33 例 ， 女性 35例 ， 平 均 年 齢 29．6

歳 ， 罹病期間 3 カ月か ら 37 年で あっ た．病型 ・重症度

で は，くし ゃ み ・鼻漏型 の 重症 21例 ， 中等症 19 例 と

もっ とも多 く，次に充全型，鼻閉型 の 順 で あ っ た．

　イネ科感作例 135例中イネ科単独 感作例 は 8例 （5．9

％〉で あ っ た．ま た，ス ギ との重複感作の 6 例 ， ス ギ ，

HD ・ダ ニ との 重複感作 の 4 例 はイネ科花粉症 の み の

症状 を示 し，こ れ らの 18 例をイネ科単独花粉症と診断

し た．イ ネ科単独花粉症 はイネ科花粉症全体 の 264 ％

で あ っ た．イネ科単独花粉症 18例 の背景は，年齢 9歳

か ら 58 歳，男性 9例 ， 女性 9 例 ， 平均年齢 34．4 歳，罹

病期 間 3 ヵ 月か ら 37 年で あ り，イ ネ科単独花粉症 で は

平均年齢が や や高か っ た．

3） イネ科 IgE 抗体価 と発症率

　イネ科感作例 に おける カモ ガヤ CAP 　RAST の 成績

で は ， 80例 中ス コ ア 4 以 上 ：18例，ス コ ア 3 ：29 例 ，

ス コ ア 2 ：31 例 ，
ス コ ア 1 以下 ：2例 ；チ モ シーCAP

RAST の 成績で は，41 例中ス コ ア 4 以上 ：10例，ス コ

’

ア 3 ：16例 ，
ス コ ア 2 ：14例 ，ス コ ア 1以 下 ：1 例で

あっ た．カ モ ガヤ ， チ モ シ
ー

の CAP 　RAST を同時に

行 っ た 32 例 の うち，30例で 同
一ス コ ア で あ りス コ ア

の
一一

致率は 93．8％ で あ っ た．カ モ ガ ヤ RAST の 成績で

は，14 例中 ス コ ア 4 ：6 例，ス コ ア 3 ：5 例 ，
ス コ ア 2 ：

3例 で あ っ た．MAST を行 っ た 30例 で は ， チ モ シーで

Japanese　cedar

Japanese　cypress

Other　treesRagweediMug

．

House　DustiMites020

　　　　40　　　　60　　　　80　　　100％

　 Rate　of　sensitization

　 Fig，8，　 Rate　 of　 sensitization 　to　Japanese　 cedar ，

Japanese　cypress ，　other 　trees（oak ，　alder，　elm 　Dr　pine），
ragweed 　or 　mugwort ，　and 　hQuse　dust　or 　mites 　in　l35

patients　 with 　nasal 　 allergies 　 and 　sensitization　to

Gramineae 　pollen，

は ス コ ア 3 ：16 例，ス コ ア 2 ：4 例，ス コ ア 1 ：3例，

ス コ ア 1未満 ：7 例 で あ り，
ハ ル ガヤで はス コ ア 3 ：13

例 ，
ス コ ア 2 ：5 例，ス コ ア 1 ：5 例，ス コ ア 1未満 ：

7 例で あっ た．

　CAP 　RAST ，　 MAST ス コ ア と発症率 との 関係で は

（Fig．7），
カ モ ガ ヤ またはチ モ シ ーの CAP 　RAST の ス

コ ア が 4 以 上 の例で は 19例中 12例 （63．2％）， ス コ ア

3 の 例 で は 33例 中 19 例 （57．6％），ス コ ア 2 の 例で は

34例中 10例 （29．4％）が発症 し，
ス コ ア 3以上 の 例 と

ス コ ア 2 の 症例との 間に有意差を認めた （X2検定 p＜

0．05）．MAST ス コ ア と発症 率 との 関係 で は，チ モ シー

また は ハ ル ガ ヤ の MAST ス コ ア 3 の 例 で は 17 例 中

10例 （58．8％），
ス コ ア 2 の 例 で は 5例 中 3例 （60．0

N 工工
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％）， ス コ ア 1 の 例 で は 3例 中 1例 （333％）が発症 し，

MAST で もク ラ ス 2 以上 の 例で は ク ラ ス 1の 症例 よ

り発症率は高か っ た が，症例数が少な く有意差は み ら

れなか っ た．

4）重複感作の 状況

　イ ネ科以外 の 抗原 に 対す る 感作率 で は （Fig．8），
ス ギ

は 135例 中 119例 （88．1％）；ヒ ノ キ は 76 例 中 60 例

（78．9％）；ブ ナ科 ，
カ バ ノ キ科 ，

ニ レ 科 ，
マ ツ科な どス

ギ ・ヒ ノ キ以外の樹木は 55 例中 19例 （34．5％）；ブ タ

クサ，または ヨ モ ギは 127例 中 42例 （33．1％） ；HD ，

また は ダ ニ は 135例中 82 例 （60．7％〉で あ っ た ．ス ギ

お よ び HD ・
ダ ニ と の 重 複感 作 例 は 135例 中 74 例

（54．8％）を占め た．

考　察

1）イ ネ科花粉飛散量 ， 飛散時期

　 1988年か ら 1990年の 日本列島の 空中花粉調査 に よ

る と3），イネ科花粉は全 国で観察 され ， 特 に多 い 地域

は相模 原 で年間 200個〆cm2 で あ り，富山，熊本，仙台

も比較的多 く観察されて い る．今回 の 調査 で ， 三重県

におけるイネ科花粉飛散数は全 国の 平均 レベ ル で，過

去 14年間 に 明 らかな増加 ， 減少傾向はな く普遍的な抗

原と考え られた．

　 イネ科花粉飛散時期 で は ， 3 月か ら 10月まで 日本全

国 で普遍的 に観察 され二 峰性の 地域が 多い
3）。今回の

調査 で は，1 日 1個以上観測 され る時期は年 3 回，す な

わち三峰性の年が 14年間で 7年あ っ た．また第 1の

ピーク は ，12 年間毎年 5 月下旬に あ っ たが第 2， 第 3

の ピー
ク は多少時期がずれた り消失 して い る年もあっ

た ．以上 の結果 よ り， 当地域 の イネ科花粉症 の 診断に

は ， 5 月下旬の 花粉症症状が最も重要で あ り，7月下旬

か ら 8 月上 旬，9 月下旬 の 症状 の 有 無に つ い て の 問診

も参考 に な る と考え られ た ．し か し秋 の 症状 に 関 して

は ，キ ク科重複感作例 の 存在や，HD ・ダニ ア レ ル ギ
ー

の 場合 ， 秋 の 症状 の 増悪 が しば し ば見ら れ る こ と な ど

に よ り，イ ネ科花粉に よ る症状 の 増悪か どうかを判断

する こ とは難 しい 例が多か っ た．

2）当地域 に おける イネ科植物の植生

　今回 の観測地点の 周 囲 は，2 カ 所 ともお もに水 田 や

麦畑で あ る ，旧国立津病院 は 線路沿 い で あ り，国立 三

重 中央病院は 高速道路沿い で あ る が，周囲 の 環境 には

大 きな隔た りは ない ．10〜15km 西，南西 に は 河 川 敷 や

高原があ りゴ ル フ場も多い ．当地域の イネ科植物の植

生 は，現時点で はまだ十分に把握で きて い な い が ， 5

月下旬の ピーク は小麦 の 可能性が高い と考えられ ，そ

の 他 5〜6月の チ ガ ヤ，4〜6月 の ス ズ メ ノ テ ッ ポウな

ども考 えられ る．7月 下旬 か ら 8 月上旬 の ピーク は イ

ネ ， 9 月下旬の ピーク は ス ス キ，オギ の 可 能性が高 い ．

酪農家の 飼料 を栽培 して い る場所 もあるが い ずれ も小

規模で あり，カ モ ガ ヤ ，チ モ シー
な ど の 牧草はあ っ て

も少ない と予想される．今後 さらにイネ科植物 の植生

に つ い て の調査 を行うとともに，こ れ ら の 花粉の 同定

を何 らか の 方法で行 い た い と考えて い る．

3）イ ネ科花粉に対す る感作率，発症率

　 イネ科花粉 に対する感作率は ， 今回の 調査 で は 1990

年を境 に 10％ を超 え， 1995年頃に は 30％ に達 した ，

他施設 の 報告 で は ， 荻野 ら4｝の 1994年の 鼻ア レル ギー

患者に お け る カ モ ガ ヤ に対する CAP 　RAST の 成績 で

は
， 感作率 は 31％ で あ り， 同時期 の われわれの 調査 で

の イネ科感作率 もこ の値に近似 して い た．また ，鼻ア

レル ギ ー
患者 に お ける イネ科花粉症 の 占め る割合 も ，

感作率の増加に伴 っ て 1990年頃か ら明らか な増加傾

向を認め た．イネ科花粉飛散量 の 増加傾 向は み られ な

か っ たた め ， イネ科感作率が上昇した要因は，主に患

者側にあ る と考えられた．近年の ス ギ花粉症 の 激増 に

よ る鼻粘膜の障害や ，非特異的過敏性の 亢進によ り，

他の 抗原に対 しても感作されやす くな っ た の で はな い

か と推測され る．

　重複感作 の 状況 で は ス ギ ，
ヒ ノ キ との 重複感作が多

く， 荻野 ら 4〕，後藤 ら5〕，内藤6），増 山 ら7）の 報告 で
，

ス

ギ と の 重複 感作 率 はそ れぞ れ 83％，60％，72％，70

％ と報告 さ れ て い る．今回の 成績で は
，

ス ギ と の 重複

感作率 は 88．1％ で あ り過去 の報告よ りも高率で あ っ

た．反対に，ス ギ花粉症患者におけるイネ科重複感作

率は ， 1995年の われ われ の 調査 8）で は 30％ で あ っ た

が，荻野ら 4），内藤6），増山 ら 7〕の 報告 で は それぞれ 46

％ ，
57％ ， 60％ と高率であ っ た．三 重県は ス ギ の飛散

が きわめ て多 く，ス ギ花粉症の 占め る割合が圧倒 的に

多 い こ と が 反 映 され た も の と も考 えら れ る．近年

HD ・ダニ
， ス ギ，イネ科の重複感作例 の 増加が指摘 さ

れ て お り6），今回 の 結果 で も 54，8％ が こ の 三 者 の 重複

感作例 で あ っ た．今回 の 68 例の イネ科花粉症の うち，

イネ科単独花粉症 の 割合は 26．4％ で あ り， 後藤 ら5）
，

内藤 6）の 報告 した 23％ ， 13％ よ りや や 高率で あっ た ．

　イ ネ科 IgE 抗体価 と発症 率 と の 関 係 で は，　 CAP
RAST ス コ ア が 高 い ほ ど有 意 に 発症 率は高 く， 増山 7）
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の 報告 と同様 の 結果 で あ っ た．

4）ス ギ花粉症 との 患者背景の 比較

　イネ科花粉症患者 と，ス ギ花粉症患 者 の 年齢 ， 性 別

分布 を比較する と，イネ科花粉症 で は平均年齢 29．6

歳 で 男女差 は なか っ た が ，
ス ギ花粉症 で は 8〕平均年齢

375 歳で男女比 は 1／1．6 で あ り，イネ科花粉症 の 方が

平均年齢 は 若 く， 明 ら かな女性優位 が み られ な い と い

う特徴が示 された．後藤 ら5略 イネ科花粉症 の ほ うが

ス ギ花粉症 よ り若年者の 発症が 多い と報告 して い る．

また，9 歳以下 の発症が多い とも報告され て い る が 5）
，

われ わ れ の 症例で は こ の ような傾向は み られず，感作

例 の 年齢別発症率で は ， 20 歳以上 で 発症率は高か っ

た．こ の 相違点 は ， おそ らくア レ ル ギ
ー外来受診患者

の 年齢分布の 差で はない か と思わ れ る が今後さ ら に検

討 して い きた い と考えて い る．

　 三 重 県 久 居 市周 辺 の イ ネ科 植 物 の 植 生 に 関 して 御 指 導い

ただきま した，三 重大学遺伝資源学名誉教授，塩谷格先生 に

深謝い た します．

　また ， 過去 14年間ス ライ ドの 交換 に 協力して い ただい た

当科の 先生 が た に 深謝い た し ます．

　本 論文 の 要 旨は ， 第 13回 日本 ア レ ル ギー学 会春季臨床大

会 で 報告 した．
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　 GRAMINEAE 　POLLEN 　DISPERSAL 　AND 　POLLINOSIS 　IN 　THE

　 　 　 　 　 　 　 CITY 　OF 　HISAI 　IN　M 工E　PREFECTURE
− A14 −year　Study 　of 　Gramineae 　Pollen　Dispersal　and 　Cases　ef 　Sensitization　to

　　Gramineae 　Experienced　at 　an 　Ailergy　Ciinic　Overa 　15−year　Period
一

Yukiko　Ito，　Tetsuro　Kimura 　and 　Tomotaka 　Miyamura

DepartmentげOtorhinol仰nfngology，　National　Mie　Chuo　Hospital

　　 （1）A 　study 　of　Gramineae　pollen　dispersal　was 　conducted 　in　Hisai，　Mle　Prefecture　from　l987　to　2000 ；

Gramineae　pollen　counts 　d工d　not 　increase，　with 　an　average 　of　133　during　the　l4　years．　There　was 　two 　or 　three

peaks 　in　the　annual 　dispersal　period，　suggesting 　that　symptoms 　in　late　May ，　late　July　to　early 　August，　and 　late

September　are 　important　for　diagnosis　of 　Gramtneae　pollinosis　in　this　region ．

　　 （2）Changes　in　the　frequencies  f　sensitization 　to　Gramineae　polleB　and 　Gramineae　pollinosis　were 　stud −

ied　in　756　allergy 　clinic　patients　with 　nasal 　allergies 　examined 　over 　a　15−year　period　from 　1986　to　2000．　Results

for　the　frequency　of　sensitization 　every 　5　years 　came 　to　7．9，22，4，　and 　23．3％ and 　that 　of 　Gramineae　pollinosis
were 　4，8，10．3，　and 　12，1％，Both 　frequencies　tended 　to　increase　after 　1990．　Out　of　135　patients　with 　sensttiza ・

・tion　to　Gramineae，88．1％ had　multiple 　sensitization 　to　Japanese　cedar 　and 　54．8％ had　sensitization 　to　Japanese
cedar　as　well 　as　house　dust　or　mites ，　Patients　sensitized 　only 　to　Gramineae　accounted 　for　5．9％ of 　total　pa−

tients，　About 　half　of　the　patients　with 　sensitization 　to　Gramineae　developed　pollinosis．　As　the　CAP 　RAST

score 　increased，　so　did　the　increase　of　pollinosis．
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